
避難訓練・職員研修＜24年度＞ 
【安全・安心の学校や授業をつくるために】 

○４／３ 安全教育確認研修 

・避難放送、経路、避難場所、本部設置、点呼の方法等の確認  

・各担当より「学校安全について」「火災の対応」「不審者対応」 

「大地震発生時の対応」「緊急事故対応」 

「スクールバス運行時の対応」「行方不明時の対応」   

○４／２８ 引き渡し訓練（災害時情報カードの確認）２３年度３学期⇒２４年度は１学期に  

○６／２７ 車椅子の児童生徒を３階まで運ぶ訓練 

○７／２７ スクールバスの緊急事故対応訓練と非常口の操作方法の確認 

・沿岸部を走るスクールバスが、大津波警報が出た時に内陸部に逃げるためのルート確認  

・４台それぞれにある携帯電話に県から配信される「ちば防災メール」に登録   

 

 

 

 

 

 

○８／３１ 不審者侵入対応研修 東金警察署 防犯担当者（生徒会が防災安全マップ作りで訪問した時に

話していただいた方）  

【避難訓練】 

○４／２４ 火災想定の避難訓練 点呼まで 高等部生徒８６名で４分 小学部を含め計１６２名で６分 

防災頭巾から ヘルメットへの移行 支援の視点から「かぶりやすさ」 材質的に「落下物に対する強度」  

 

 

 

 

 

 

○６／２７ 地震津波想定の避難訓練（その日のうちに反省 一次避難、二次避難、移動、避難スペース等）  

・一次避難（教師自身の身を守る意識） 放送機器が壊れた時のために拡声器の備え  

・外階段の使用の検討 長時間の避難になった時の心配 スペースや落ち着けるもの寒さ対策の常備  

・保存食の保管場所 地域の方が避難してきた時の対応  

【寄宿舎】 

○５／２８ 寄宿舎防災訓練（火災） 

○１０／９ 寄宿舎避難訓練（地震） 

・生徒分のヘルメットを準備する必要  

・引き渡しカードは学校に置いてあり 

コピーが寄宿にもあった方が  

【災害時に備えた医薬品の保管】  

・校内での一泊を想定し薬を預かる 


